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11月末現在の会員数568人
（男性346人・女性222人）

私たちを見守り、支えてくれてありがとう！
宮里・山内両小学校の児童会から感謝状

宮里 小 学校

（前列右から）大盛春子さん、祖根静子さん、中

地初枝さん（後列右から）宮城紀士校長、新垣盛

健さん、八幡勝地区長、銘苅朝弘さん

（右から）東辰俊さん、唐眞辰夫さん、

池宮隆地区長、中山盛弥校長

沖縄市シルバー人材センター会員は、地域の子供たちが安心・安全に通学できるよう地区

長らを中心に沖縄市内全16小学校で「下校時安全パトロール」をボランティア活動として展

開。また、いくつかの学校で草刈清掃などを実施し、子供たちや学校、地域から感謝されて

いる。11月23日の勤労感謝の日を前にした20日、宮里小と山内小で感謝集会が行われ、児童

会から地域に根ざしたボランティア活動を続けるシルバー会員に「いつも私たちを見守り、

支えてくれてありがとう」と児童らの手づくり感謝状が手渡された。

山内 小 学校



（第１５２号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和元年１２月５日（２)

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会の『令和元年度定時総会』で採択された「支援要請」

「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る

シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
決
意
と

支

援

の

要

望

（
全
文
掲
載
）

我
が
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減
少
し
て
い

る
中
で
成
長
力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ

る
す
べ
て
の
高
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
活
躍
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
日
常
生

活
に
密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の

「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
を
つ
く
り
、
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現

を
果
た
す
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
併
せ
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の

充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
を
実
行
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
と
医
療

費
や
介
護
給
付
費
の
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
十
一
月
に
政
府
が
ま
と
め
た
「
経
済
政
策
の
方
向
性
に
関
す

る
中
間
整
理
」
に
お
い
て
も
「
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

意
欲
あ
る
高
齢
者
に
働
く
場
を
準
備
す
る
た
め
、
（
中
略
）
地
方
自

治
体
を
中
心
と
し
た
就
労
促
進
の
取
組
み
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
、
求
人
先
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
な
ど
、
働
き

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
と
地
域
社
会
の
期
待
は
一
層
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
・
拡
充
は
、

国
の
施
策
の
実
現
や
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま

で
の
七
年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
二
次
会
員
百
万
人
達
成
計
画
」

の
達
成
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和

二
年
度
ま
で
に
八
十
万
人
、
そ
し
て
、
令
和
六
年
度
に
は
、
会
員
百
万

人
を
目
指
し
て
、
会
員
増
加
の
取
組
み
を
一
段
と
強
め
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
施
策
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、

①

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
な
ど
の
要
支
援
高
齢
者
に

対
す
る
事
業

②

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
担
い
手
な
ど
の
子
育
て
中
の
現
役
世
代
や

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
事
業

③

人
手
不
足
の
地
元
企
業
に
向
け
た
シ
ル
バ
ー
派
遣
等
の
事
業

④

空
き
家
管
理
、
遊
休
地
を
活
用
し
た
農
園
事
業
な
ど
の
事
業

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
派
遣
又
は
職
業
紹
介
で
の
働
き
方
に
お
い
て
、
都
道

府
県
知
事
が
指
定
す
る
業
種
・
職
種
に
つ
い
て
週
四
十
時
間
ま
で
就
業

が
可
能
と
な
っ
た
特
例
措
置
を
有
効
に
活
用
し
、
現
役
世
代
の
下
支
え

や
人
手
不
足
分
野
で
の
労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
適
正
就

業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
、
地
域
社
会
の
維
持
・
発
展
と
就
業
意
欲

の
高
い
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

推
進
の
た
め
に
必
要
な
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
補
助
金
等
の
確
保
を
要
望

い
た
し
ま
す
。

特
に
、
国
に
お
い
て
は
一
般
会
計
を
財
源
と
す
る
補
助
金
の
確
保
、

ま
た
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
い
て
は
国
の
補
助
金
と
同
額
以
上

の
補
助
金
の
確
保
、
さ
ら
に
は
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
市
区
町
村
等
の

公
共
か
ら
の
事
業
発
注
の
確
保
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

「シルバー人材センター事業に更なる支援を」！！



（３）令和元年１２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１５２号）

草
刈
班
の

又
吉
グ
ル
ー

プ
の
７
人
が

10
月
30
日
、
北
中
城
村
仲
順
の
我
謝
孟
親
さ
ん
宅

で
草
刈
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。
事

業
普
及
啓
発
促
進
月
間
の
一
環
で
最
後
の
取
り
組

み
と
な
っ
た
。
我
謝
さ
ん
は
、
「
体
が
思
う
よ
う

に
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
敷
地
が
広
く
て
清
掃
で
き

ず
に
困
っ
て
い
た
。
縁
あ
っ
て
、
沖
縄
市
の
シ
ル

バ
ー
の
皆
さ
ん
に
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

独

居

高

齢

者

宅

草
刈
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
８
回

理
事
会

配
分
金
、
契
約
金
額
は
増
に

ー

10

月

実

績

ー

第
８
回
理
事
会
が
11
月
22
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

13
人
（
男
性
８
人
・
女
性
５
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
結
果
11
月
22
日
現
在
の
会
員
数
は
５
６
８
人
（
女

性
２
２
２
人
・
男
性
３
４
６
人
）
と
な
っ
た
。
尚
、

10
月
の
退
会
者
は
女
性
１
人
。

令
和
元
年
10
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
５

５
人
で
39
人
の
減
（
▲
７
％
）
、
就
業
実
人
員
３
２

３
人
で
15
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
延
人
員
４
１

２
６
人
で
58
人
の
減
（
▲
１
％
）
、
配
分
金
約
２
１

４
６
万
円
で
約
97
万
円
の
増
（
４
％
）
、
契
約
金
額

約
２
６
７
７
万
円
で
約
45
万
円
の
増
（
１
％
）
と
な
っ

た
。
（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

無

事

故

記

録

令
和
元
年
10
月
25
日
～

令
和
元
年
11
月
22
日
現
在

29日

毎月実施している新会員の入会説明会。

11月８日にシルバーワークプラザ会議室で

開催された説明会には、近年最多の14人の

入会希望者が参加した。会員の減少傾向が続く昨今、今後の会員増強運動に弾みがつきそうだ。

センター担当職員は「普及

啓発促進月間の直後だった

ことや会員入会チラシを作

成して、役職員挙げて市内

自治会などへの一斉配布の

取り組みが功を奏したので

は…」と話す。今回の説明

会を機に、会員減少に歯止

めがかかり会員の増加に転

じていくことが期待される。

入会説明会に多くの人が詰めかける

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
事
故
防
止
、
急
ぐ
な
、

あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く
な
」

（
右
か
ら
）
伊
禮
一
郎
さ
ん
、
東

辰
俊
さ
ん
、
家
主
の
我
謝
孟
親
さ

ん
、
目
取
真
健
三
さ
ん
、
宮
城
正

勝
さ
ん
、
安
村
厚
俊
さ
ん
、
具
志

堅
馨
さ
ん
、
新
里
勝
美
さ
ん



安
慶
田
中
校
地
区
（
金
城
武
夫
地
区
長
）
は

10
月
27
日
、
美
里
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
た
。
女
子
は
仲
田
ヒ
ロ
子
さ
ん

が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
達
成
し
て
圧
巻
の
優
勝
、

男
子
は
仲
田
仙
松
さ
ん
。
参
加
者
は
15
人
。

（第１５２号） 公益社団法人沖縄市シルバー人材センター 令和元年１２月５日（４)

仲
田
ヒ
ロ
子
さ
ん
が
圧
巻
の
優
勝

男
子
は
仲
田
仙
松
さ
ん

美
東
・
東
中
校
地
区
（
饒
平
名
良
雄
地
区
長
）
は
11

月
３
日
、
黒
潮
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
た
。
大
会
に
は
29
人
が
参
加
、
い
ず
れ
も
僅
差
の

ス
コ
ア
で
接
戦
の
末
、
男
子
は
豊
里
昌
稔
さ
ん
、
女
子

は
仲
宗
根
シ
ゲ
さ
ん
が
優
勝
し
た
。

女 子 男 子

仲田 ヒロ子 仲田 仙松

グラウンドゴルフで心地よい汗

安
慶
田
中
校
地
区

美
東
・
東
中
校
地
区

地区
活動

優
勝
し
た
仲
田
仙
松
さ

ん
と
仲
田
ヒ
ロ
子
さ
ん

の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

男
子
は
豊
里
昌
稔
さ
ん
が
優
勝

女
子
は
仲
宗
根
シ
ゲ
さ
ん優

勝
し
た
仲
宗
根
ト

キ
さ
ん
の
セ
カ
ン
ド

シ
ョ
ッ
ト
と
豊
里
昌

稔
さ
ん
の
フ
ァ
ー
ス

ト
シ
ョ
ッ
ト

男 性 女 性

優 勝 豊里 昌稔 仲宗根シゲ

２ 位 義元 得一 安村 良子

３ 位 喜納 善輝 新垣 秀子

４ 位 平良 正吉 仲西 トキ

ラッキー７賞 宮城 幸雄 玉城テル子

ブービー賞 小渡 良雄 浦崎 武子

当日賞(13位) 永山 盛広 -

当日賞(23位) 桑江 良次 -

入

賞

者

優 勝



（５）令和元年１２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１５２号）

女性部会は、活動第２

弾として「タイルクラフ

ト講習会」を11月12日に

ゆんたくまちやで開催、地域の女性ら９人がハンドメイドによるクラフトづくりを楽し

んだ。講師は、各種クラフトなどのハンドメイド教室を主宰する高嶺邦子氏。今回のハ

ンドメイド作品は、100角タイルを用いた「鍋敷きプレート」づくりで、初めにコーヒー

やティー、ブドウをあしらったいずれかのイラストタイルをプレート中央部に仮置きし

た後に、その周りに様々な形、色合いなどの小タイルを仮置き。全体の形が整ったらタ

イル間の隙間に目地材を入れるなどか

なり手の込んだ制作工程に挑戦。受講

生らは、思い思いのハンドメイドによ

る作品の仕上がりに満足顔だった。

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
情
報

趣向を凝らしハンドメイド作品
「タイルクラフト講習会」

地区
活動

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
（
八

幡
勝
地
区
長
）
は
会
員
の
健
康

増
進
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

11
月
16
日
、
美
里
公
園
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

た
。
晴
れ
上
が
っ
た
秋
空
の
中
、

８
人
が
参
加
、
は
つ
ら
つ
プ
レ
ー

を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
島
袋
静

子
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
た
。

入 賞 者

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

島

袋

静

子

さ

ん

が

優

勝

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
８
人
が
腕
競
う

（右から）２位の真喜屋実

興さん、優勝した島袋静子

さん、３位でホールインワ

ン賞の金城豊子さん

講師の高嶺邦子氏（前列右から２人目）とともに

完成した鍋敷きプレート作品を手にする皆さん

優 勝 島 袋 静 子

２ 位 真喜屋 実興

３ 位 金 城 豊 子

ホールインワン賞 金 城 豊 子



（第１５２号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和元６月５日（６)

「
泡

瀬

第

４

雨

水

幹

線

」

金

城

就

業

グ

ル

ー

プ

就
業
現
場
は
公
園
の
草
刈
り
が
主
だ
が
、
こ
の
日
は
美
東
中
学

校
か
ら
高
原
小
学
校
に
面
し
て
美
東
公
園
沿
い
に
注
ぐ
河
川
（
泡

瀬
第
４
雨
水
幹
線
）
の
草
刈
清
掃
。
川
底
は
上
流
か
ら
の
土
砂
が

堆
積
し
て
雑
草
が
生
い
茂
り
、
川
の
両
側
面
に
は
ギ
ン
ネ
ム
、
サ

シ
草
、
ス
ス
キ
な
ど
草
木
類
が
側
面
を
覆
い
つ
く
す
ほ
ど
伸
び
る
。

そ
ん
な
中
で
清
掃
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
金
城
草
刈
グ
ル
ー
プ

（
金
城
一
成
リ
ー
ダ
ー
）
の
20
人
。
「
周
辺
は
通
学
路
に
面
し
て

い
て
、
特
に
登
下
校
時
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
バ
ッ
チ
リ
、
最
高
の
メ
ン
バ
ー
で

臨
ん
い
る
」
と
金
城
リ
ー
ダ
ー
は
自
負

就業現場めぐり

ラジオ体操でしっかりと体調を整えミーティン

グ後は、作業も安全に捗っていく

（前列右から）伊佐英秀さん、山田功さん、仲嶺眞盛さ

ん、奥原啓三さん、金城一成リーダー、喜屋武進さん、

仲村渠春正さん（後列右から）名幸正利さん、金城友道

さん、津覇實平さん、徳元將行さん、比嘉良督さん、宮

里澄子さん、吉元次男さん、上間啓次さん、當眞嗣善さ

ん、與儀豊さん、楢原教宏さん

コ

ザ

中

校

地

区

・
日

時

12
月
29
日
（
日
）

午
後
６
時

・
場

所

デ
イ
ゴ
ホ
テ
ル

・
会

費

３
，
０
０
０
円

・
申
込
締
切

12
月
14
日
（
土
）

忘年会の開催

新
入

会

員

紹

介

11
月
22
日
付
で
13
人
（
女
性
５
人
・
男
性
８

人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

松
山

哲
二

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

富
浜

宗
一

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

比
嘉

良
和

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

山
内

盛
次

（
山
内
中
校
地
区
）

仲
宗
根

弘

（
美
里
中
校
地
区
）

富
濱

幸
男

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

糸
満

文
子

（
山
内
中
校
地
区
）

比
嘉

ク
ニ
子

（
山
内
中
校
地
区
）

照
屋

雪
子

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

盛
島

ミ
チ
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

谷
口

読
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

長
嶺

正
夫

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

伊
計

信
雄

（
コ
ザ
中
校
地
区
）



講座名 曜日 時間 受講料 講座内容 

 総合クラス 火曜日 １０時～１２時 １０，５００円 

Word・Excel・パワーポイン

トその他受講者個々の要

望に応じて 

進める 

  （ＰＣ持ち込み可） 

 DVD 作成講座 木曜日 １０時～１２時 １０，５００円 

デジカメやムービーメーカ

ー、 メディアプレーヤー

の活用で音楽や画像の取

り込み、編集・活用を楽し

む 

 総合クラス 土曜日 １０時～１２時 １０，５００円 

Word・Excel・パワーポイン

トその他受講者個々の要

望に応じて進める 

  （ＰＣ持ち込み可） 

  

（７）令和元年１２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１５２号）

初
心
者
に
優
し
い
講
師
が

皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受

講

し

ま

せ

ん

か

「
第
Ⅳ

期

（
一
～
三

月
）

パ
ソ
コ
ン
講
座
」

◎ 定 員・・各講座１０名 （先着順〆切り）
◎ 申 込・・12月10日(火）～16日(月） 午後1時～4時

◎ 地域、年齢は問いません。（駐車場完備）

★ いつでも見学できます、気軽にお問合せ下さい。

お申込・お問い合わせ

（公社）沖縄市シルバー人材センター

〒 904 -2 15 5 沖縄市美原 3-1 -1

Ｔel． ９２９－１３６１

Ⅰ期 ４月～６月

Ⅱ期 ７月～９月

Ⅲ期 10月～12月

Ⅳ期 １月～３月

今
年
度
２
件
目
の
損
害
事
故

刈
払
機
の
飛
び
石
が
車
ド
ア
に

今
年
度
２
件
目
の
事
故
が
発
生
し
た
。

＊

事
故
内
容

:

刈
払
機
使
用
中
の
飛
び
石
事
故

＊

発
生
日
時

:

令
和
元
年
10
月
24
日
（
木
）

午
前
９
時
半
ご
ろ

＊

発
生
場
所

:

就
業
現
場
の
公
園
に
隣
接
す
る
民
間

駐
車
場

＊

事
故
状
況

:

駐
車
中
の
ド
ア
下
部
に
米
粒
大
の
塗

装
剥
が
れ
キ
ズ
が
付
い
て
い
た
。
作
業
日
の
翌
日
、
車

の
持
ち
主
か
ら
飛
び
石
に
よ
る
キ
ズ
が
あ
る
の
で
、
補

償
し
て
ほ
し
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

＊

事
故
原
因

:

作
業
時
は
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
し
て
い

た
。
現
場
リ
ー
ダ
ー
と
確
認
の
上
、
担
当
保
険
会
社
に

て
現
場
検
証
し
た
結
果
、
刈
払
機
の
飛
び
石
に
よ
る
事

故
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。

＊

事
故
後
の
対
応

:

就
業
現
場
で
全
員
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
、
事
故
状
況
の
経
緯
説
明
と
危
険
予
知
作
業

実
施
の
再
確
認
、
安
全
対
策
の
徹
底
を
誓
っ
た
。

＊

再
発
防
止
対
策

:

各
就
業
現
場
に
お
い
て
事
故
発

生
の
報
告
。
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
て
、
事
故
の
状
況
説
明

及
び
事
故
防
止
対
策
の
徹
底
実
施
を
確
認
し
た
。

（
注
）
近
年
、
事
故
頻
発
と
と
も
に
損
害
賠
償
金
も
高

騰
し
て
い
る
。
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、

万
一
起
き
た
場
合
に
は
そ
れ
相
応
の
賠
償
責
任
が
重
く

の
し
か
か
っ
て
く
る
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
事
故
は
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
と
い

う
高
い
意
識
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
安
全
就
業
と
法
令
遵

守
の
徹
底
に
努
め
よ
う
。



（第１５２号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和元年１２月５日（８)

仲間を募集しています！

・
10
日
（
火
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
24
日
（
火
）
午
前
10
時

理
事
会

・
25
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

◇１２月の予定◇

編

集

シ
ル
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ
の
年
齢
に
な

る
と
月
日
の
た
つ
の
が
実
に
早
い
。
か
り

ゆ
し
ウ
ェ
ア
ー
で
過
ご
し
て
い
る
の
に
、

も
う
師
走
。
先
日
の
理
事
会
で
は
、
忘
年

会
の
期
日
も
早
々
と
決
ま
っ
た
。
顧
み
れ

ば
今
年
は
、
度
重
な
る
大
雨
や
台
風
で
全

国
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
で
た
。
県
内
で

は
思
い
も
よ
ら
な
い
火
災
で
首
里
城
が
焼

け
落
ち
る
と
い
う
何
と
も
言
い
よ
う
の
な

い
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
、
忘
れ
難
い
年

と
な
っ
た
。
「
災
い
を
転
じ
て
福
と
為
す
」

の
格
言
を
信
じ
、
希
望
に
満
ち
た
平
和
な

新
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

東
條

正
躬

大
城

博

編

集

後

記


